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 【目的】 
片側海馬硬化症 (hippocampal sclerosis: HS) における HS側（病側）の乳頭体萎縮が視覚的評価により報告
されているが、volumetryを用いた定量的評価で萎縮の存在を示した報告はない。本研究では従来よりも薄い
スライス幅で体積を計測する volumetry 法を用いることで片側 HS 患者における HS 側の乳頭体が健常者の
同側および非 HS 側（健側）の乳頭体と比較して萎縮することを示し、HS で Papez 回路の transneuronal 
degeneration が起きることを明らかにすることを目的とした。また、乳頭体は記憶機能に関連しているとさ
れているが、HSにおける乳頭体萎縮の臨床的意義は明らかでない。本研究では、乳頭体萎縮の臨床的意義を、




本研究は後方視的研究であり、45例の片側HS患者（右側 HSが 16例、左側HSが 26例）と 30例の健常者
を対象とした。MRI 3D T1 強調像を 0.2 mm 厚の高精細画像に再構成し、再構成画像による volumetry 法 
(thin-slice reconstructed volumetric analysis) を用いて、乳頭体体積 (mammillary body volume: MBV) を
測定した。片側 HS群のHS側のMBVを健常群同側および非 HS側のMBVと比較した。さらに片側 HS群
において乳頭体体積比 (mammillary body ratio: MBR) を計算 (MBR = 病側MBV / 健側MBV) した。MBR
の 25パーセンタイルを乳頭体高度萎縮群、それ以外を乳頭体非高度萎縮群の 2群に分類し、両者で各種臨床
背景に相違があるかを検討した。また、側頭葉外皮質としての前頭葉、頭頂葉、後頭葉に視床と基底核を加え
た 5 領域において FDG-PET の糖代謝低下の有無を判定し、乳頭体高度萎縮群と乳頭体非高度萎縮群の間で
それぞれの領域での糖代謝の頻度に相違があるか否かを検討した。 
【結果】 
右HS群における右MBVは健常群の右MBVよりも小さかった (30.3±10.3 vs. 43.3±8.1 mm3, p < 0.001)。




< 0.001)。同様に、左HS群における左MBVは健常群の左MBVよりも小さかった (37.7±11.2 vs. 47.0±8.7 
mm3, p < 0.001)。また、左HS群における左MBVは右MBVよりも小さかった (37.7±11.2 vs. 42.5±7.8 mm3, 
p = 0.04)。片側乳頭体高度萎縮群は片側乳頭体非高度萎縮群と比較して年齢が高かった (45.1±12.0 vs. 
34.3±13.8, p = 0.03)。HS側の側頭葉外皮質（前頭葉、頭頂葉、後頭葉）のいずれかの糖代謝低下の有無、前
頭葉、頭頂葉、後頭葉それぞれ、視床の糖代謝低下の有無については，片側乳頭体高度萎縮群の方が片側乳頭
体非高度萎縮群よりも糖代謝低下の頻度が高かった（それぞれ p = 0.007, 0.03, 0.01, 0.04, 0.007)。 
【結論】 
片側 HS 群において、HS 側の MBV は、健常群同側や非 HS 側（健側）の MBV と比較して小さいことが
thin-slice reconstructed volumetric analysis によって示された。片側HS群において HS側の乳頭体萎縮が
高度な例は、高度でない例と比較して、年齢が高いこと、側頭葉外皮質や視床の糖代謝低下を伴いやすいこと
が示唆された。 
